
　
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６

ケ
月
た
っ
た
現
在
も
未
だ
復

興
へ
の
道
筋
が
見
え
て
こ
な

い
状
況
下
の
中
で
今
、
多
く

の
自
治
体
で
「
防
災
対
策
の

見
直
し
作
業
」
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
災
害
を
機

に
「
能
勢
町
の
防
災
計
画
」

を
修
正
、
見
直
し
を
す
る
気

持
ち
が
あ
る
か
。

　
　
見
直
し
を
今
し
て
い
る
。

　
　
釜
石
市
は
、
７
年
前
か

ら
「
学
校
防
災
教
育
」
を
始

め
、
そ
の
「
防
災
教
育
」
が

功
を
奏
し
て
今
回
学
校
の
管

理
下
に
あ
っ
た
約
３
千
人
の

子
ど
も
た
ち
を
犠
牲
者
ゼ
ロ

に
で
き
た
「
釜
石
の
奇
跡
」

の
教
訓
か
ら
能
勢
町
に
お
い

て
も
、
実
施
し
よ
う
と
思
わ

な
い
か
。

　
　
本
町
の
各
学
校
に
お
き

ま
し
て
は
、
毎
年
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
の
災
害
か
ら
学
ぶ
べ
き

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
積

極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
あ

る
。

　
　
今
年
の
６
月
に
私
は

「
我
が
町
の
防
災
総
点
検
運

動
」
と
し
て
防
災
対
策
の
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
能
勢
町

は「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
て
い
な
い
と
回
答

を
頂
い
た
。

　
こ
れ
は
阪
神
大
震
災
で
開

発
さ
れ
た
も
の
で
、
行
政
事

務
の
効
率
と
被
災
者
の
生
活

再
建
と
復
旧
業
務
に
大
変
役

立
つ
も
の
で
是
非
検
討
を
。

　
　
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
「
能
勢
町
地
域
防
災
計

画
」
に
は
、
土
石
流
、
地
す

べ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
等
の

危
険
箇
所
が
あ
る
が
、
自
然

災
害
に
向
き
合
っ
た
と
き
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と

い
う
意
思
と
、
常
に
想
定
を

越
え
る
災
害
に
備
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
知
っ
た
上
で
、

「
防
災
の
一
つ
の
目
標
レ
ベ

ル
」
と
し
て
住
ん
で
い
る
周

辺
の
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作

成
配
布
で
き
な
い
か
。

　
　
何
年
か
前
に
作
成
し
た
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
配
布
す
る
。

　
　
現
在
災
害
時
の
避
難
所

と
し
て
主
に
小
中
学
校
の
体

育
館
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

耐
震
化
に
つ
い
て
は
国
土
交

通
省
が
告
示
を
し
た
耐
震
指

標
の
目
安
か
ら
見
て
危
険
性

の
あ
る
所
は
、
国
の
防
災
対

策
事
業
と
し
て
の
補
助
金
助

成
で
補
強
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
災
害
時
の
避
難
所
に
指

定
し
て
い
る
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
今
後
地
域
で
学
校
の

跡
地
利
用
を
検
討
し
た
上
で
、

防
災
上
の
避
難
所
と
し
て
今

後
も
継
続
さ
せ
る
か
ど
う
か

総
合
的
に
判
断
し
て
ま
い
り

た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
地
域
社
会
の
未
来
、

地
方
自
冶
体
の
役
割
に
つ
い
て

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
は
「
地

域
経
済
を
支
え
る
農
林
業
・

中
小
製
造
業
者
」へ
の
打
撃「
医

療
・
介
護
福
祉
」
に
お
け
る

規
制
緩
和
は
、
地
域
経
済
・

社
会
を
作
り
出
す
事
に
、
失

敗
し
て
き
て
い
る
日
本
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
新
た
な
る
失

敗
を
繰
り
返
す
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
（
町
長
）
国
に
お
い
て
「
包

括
的
経
済
連
携
」
の
基
本
方

針
が
出
さ
れ
、
高
い
レ
ベ
ル

で
の
経
済
連
携
推
進
や
経
済

安
全
保
障
の
確
立
で
、
国
を

開
い
て
未
来
を
開
く
為
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
は
積
極
的
に
参
加
す

べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
関
税
を
ゼ
ロ
に
し
た
場

合
米
は
90
％
が
外
国
産
に
置

き
換
わ
り
、
稲
作
農
家
の
90

％
が
離
農
に
追
い
込
ま
れ
一

兆
九
千
七
百
億
円
の
損
失
と
、

六
万
一
千
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
休
耕
地
が
広
が
り
、
90
％

の
離
農
で
「
肥
料
・
農
薬
・

機
械
・
運
送
・
集
荷
会
社
」

等
の
関
連
会
社
の
営
業
が
成

り
立
た
な
く
な
り
、
地
域
経

済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
は
な
い
か
。

　
　（
町
長
）
ゼ
ロ
関
税
に
な

っ
て
安
い
米
が
入
っ
て
も
日

本
人
は
ど
こ
で
ど
の
様
に
生

産
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
食

糧
は
食
べ
な
い
、
オ
レ
ン
ジ
・

牛
肉
の
自
由
化
に
よ
っ
て
、

畜
産
業
も
強
く
な
り
、
農
業

も
バ
イ
オ
等
色
ん
な
技
術
革

新
を
行
い
日
本
農
業
は
腰
の

強
い
農
業
が
出
来
る
と
感
じ

て
い
る
。

　
　
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の

理
由
は
、
対
米
関
係
の
維
持

と
日
経
連
の
要
求
実
現
の
為
。

ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
積
極
参

加
は
、
深
刻
な
経
済
を
輸
出

倍
増
計
画
で
立
て
直
す
事
と
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
で
米

国
の
影
響
力
を
確
立
す
る
為
で
、

日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
を
巻
き

込
み
、
自
国
経
済
の
立
て
直

し
を
図
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　
　（
町
長
）
ア
メ
リ
カ
の
意

図
は
否
定
し
な
い
が
、
外
国

産
の
コ
メ
は
品
質
も
違
い
全

部
入
っ
て
き
た
か
ら
と
言
っ
て
、

日
本
の
農
業
が
壊
滅
す
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。

君
が
代
斉
唱
・
起
立
の
強
制

条
例
に
つ
い
て

　
　
憲
法
遵
守
こ
そ
公
務
員

の
義
務
で
あ
り
「
憲
法
を
尊

重
し
擁
護
す
る
義
務
」
を
負

っ
て
い
る
と
思
う
が
教
育
委

員
会
の
見
解
は
。

　
　
（
教
育
長
）
憲
法
を
尊

重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
っ

て
い
る
と
理
解
す
る
。

　
　「
君
が
代
斉
唱
・
起
立
」

強
制
条
例
は
憲
法
19
条
の
思

想
・
良
心
の
自
由
、
内
心
の

自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で
は

な
い
か
。

　
　（
教
育
長
）
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
き
学
校
行
事
を
行

っ
て
い
る
が
、
内
心
の
自
由

と
は
矛
盾
し
な
い
。
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※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。 

一　般　質　問 

 

 

一
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
地
域
社
会
の
未
来
・
地
方
自
冶

　  

体
の
役
割
に
つ
い
て 

二
、君
が
代
斉
唱
・
起
立
強
制
条
例
に
つ
い
て 

 

  

一　般　質　問 一　般　質　問 

 

能
勢
町
の
「
今
後
の
防
災
対
策
」
に 

つ
い
て 


